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２
０
１
９
年
10
月
１
日
よ

り
消
費
税
率
が
10
％
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

消
費
税
が
導
入
さ
れ
て

か
ら
31
年
に
な
り
ま
す
。

国
、
地
方
自
治
体
財
政
の

再
建
、
社
会
保
障
の
充
実

を
口
実
に
広
く
浅
く
国
民

か
ら
負
担
を
求
め
て
ス
タ
ー

ト
。１

９
８
９
年
以
来
、
税
率

３
％
、
５
％
、
8
％
に
引
き

上
げ
ら
れ
、
税
収
は
３
９
７

兆
円
で
す
。

大
企
業
に
は
消
費
税
が
還

付
さ
れ
、
法
人
税
、
富
裕

層
の
減
税
は
２
９
８
兆
円
で

す
。消

費
税
が
法
人
税
減
税

に
使
わ
れ
、
医
療
、
介
護
、

年
金
な
ど
の
社
会
保
障
は

改
悪
の
メ
ニ
ュ
ー
ば
か
り
で

す
。

格
差
と
貧
困
を
広
げ
る

も
っ
と
も
不
公
正
な
税
制

で
す
。

公
共
事
業
建
設
は
借
金
で

賄
い
、
収
益
は
請
負
っ
た
企

業
が
儲
け
て
お
り
、
今
や

財
政
破
た
ん
し
、
そ
の
ツ
ケ

は
国
民
か
ら
消
費
税
率
ア
ッ

プ
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

低
所
得
者
、
年
金
生
活

者
、
子
育
て
世
帯
、
生
活
保

護
世
帯
な
ど
生
活
弱
者
な

ど
に
負
担
が
さ
ら
に
重
く

の
し
か
か
り
ま
す
。

ど
ん
な
小
細
工
を
し
て
も

本
質
は
何
も
変
わ
り
ま
せ

ん
。
同
じ
品
物
を
買
う
所

や
支
払
い
方
で
税
率
が
違

い
、
軽
減
対
策
は
分
か
り
に

く
い
。
安
倍
首
相
が
消
費

税
収
を
大
学
の
学
費
の
無

料
化
や
保
育
所
補
助
を
消

費
税
で
賄
う
の
は
間
違
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
消
費
税

に
頼
ら
ず
、
国
の
責
任
行

う
べ
き
で
す
。

暮
ら
し
と

経
済
を
壊
す
消
費
税
を
な

く
し
、
大
企
業
の
法
人
税

率
は
10
％
、
中
小
企
業
の

法
人
税
率
18
％
並
に
引
き

上
げ
、
株
で
1
億
円
以
上

の
株
主
は
減
税
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
を
応
分
の
負

担
を
求
め
、
非
正
規
労
働

者
を
正
社
員
に
雇
用
す
れ

ば
、
所
得
が
増
え
れ
ば
購

９
月

９
日

役
員
会

高
田
好
忠
さ
ん

借
地
相
談
（
杭

瀬
本
町
）

生
活
弱
者
会
議

10
日

立
退
き
合
意

大
矢
さ
ん

11
日

立
退
き
裁
判

（
長
洲
中
通
1
丁
目
）

13
日

射
場
さ
ん

家
族

と
話
し
合
う

14
日

西
本
町
8
丁
目

借
地
借
家
相
談

17
日

駅
頭
宣
伝
中
止

18
日

無
料
法
律
相
談

２
件

19
日

家
賃
補
助
署
名
で

公
・
私
立
保
育
所
要
請

20
日

生
活
相
談

水
木
さ
ん

24
日

組
合
10
月
ニ
ュ
ー

ス
編
集
会
議

大
矢
さ
ん
借
家
立
退
き

合
意
書
確
認

西
宮
相
談
会

10
月

６
日

立
退
き
調
停
対
策

相
談
会

川
西
市

７
日

10
月
ニ
ュ
ー
ス
割

付
会
議

８
日

借
家
立
退
き
相
談

会

2
名
入
会
三
田
市

主な活動日誌

新
入
会
者
紹
介

中
村
登
志
子

立

花

宮
本
和
弘

三

田

土
井
輝
夫

三

田

尿
漏
れ
の
治
し
方

青
竹
踏
み
を
朝
晩
１

日
～
２
回
、
50
回
～
１

０
０
回
踏
む
と
足
ツ
ボ

が
刺
激
さ
れ
、
血
行
が

良
く
な
り
、
体
が
温
ま

り
、
ト
イ
レ
に
行
く
回

数
も
減
る
し
、
尿
漏
れ

も
少
し
ず
つ
改
善
し
ま

す
。青

竹
を
踏
む
の
が
痛

い
方
は
タ
オ
ル
を
半
分

に
折
り
、
青
竹
に
巻
い

て
両
端
を
ゴ
ム
で
止
め

足
踏
み
す
る
と
痛
み
も

軽
減
で
き
ま
す
。

宝
塚
市
に
隣
接
す
る
川

西
市
役
所
の
向
か
い
側
の

2
戸
1
の
借
家
に
住
ん
で

い
る
住
民
7
名
に
対
し
、

平
成
27
年
７
月
に
家
主
の

不
動
産
業
者
よ
り
老
朽
化

を
理
由
と
し
て
立
退
き
を

要
求
さ
れ
、
組
合
に
加
入

し
ま
し
た
。

組
合
と
相
談
し
、
立
退

く
正
当
事
由
が
な
い
こ
と

と
代
理
権
の
な
い
、
不
動

産
業
者
が
立
退
き
交
渉
は

非
弁
行
為
に
な
る
の
で
兵

庫
弁
護
士
会
に
告
発
す
る

用
意
が
あ
る
こ
と
を
内
容

証
明
郵
便
で
家
主
に
伝
え

た
と
こ
ろ
、
家
主
は
、
立

退
き
問
題
は
白
紙
撤
回
し

て
き
た
が
、
一
年
後
、
大

阪
弁
護
士
会
に
所
属
す
る

弁
護
士
よ
り
７
名
に
対
し
、

築
50
年
の
節
目
で
老
朽
化

を
理
由
に
６
ヶ
月
後
に
立

退
き
を
要
求
し
て
き
ま
し

た
。弁

護
士
は
①
平
成
31
年

３
月
の
６
ヶ
月
分
の
家
賃

の
免
除
、
②
預
か
り
金
の

全
額
支
払
い
、
③
引
越
料

は
家
主
負
担
、
④
転
居
先

の
紹
介
を
条
件
に
提
案
し

て
き
ま
し
た
。

７
名
は
立
退
き
正
当
事

由
が
な
い
こ
と
、
６
ヶ
月

後
の
賃
貸
借
契
約
解
除
に

は
拒
否
し
、
今
後
の
話
合

い
は
個
々
交
渉
を
拒
否
、

組
合
を
交
渉
窓
口
に
す
る

こ
と
を
通
知
し
ま
し
た
。

弁
護
士
は
７
名
の
言
い

分
を
認
め
、
組
合
を
通
じ

て
話
合
い
を
２
回
持
ち
ま

し
た
が
、
交
渉
は
不
発
に

終
わ
り
、
令
和
元
年
７
月

に
伊
丹
簡
易
裁
判
所
よ
り

民
事
調
停
が
行
わ
れ
、
９

月
に
も
第
２
回
の
調
停
が

行
わ
れ
た
が
、
進
展
が
見

ら
れ
ず
、
７
名
は
住
み
続

け
る
決
意
を
し
て
最
後
ま

で
頑
張
る
こ
と
を
話
合
い

ま
し
た
。

先
月
、
秋
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を
11
月
22
日
と
お
知

ら
せ
致
し
ま
し
た
が
、
12
月
13
日
（
金
）
に
変
更
を
行
っ

た
こ
と
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

忘
年
会
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
何
か
と
気
ぜ
わ
し
い
季

節
で
す
が
、
紅
葉
を
楽
し
み
、
湯
に
た
っ
ぷ
り
つ
か
り

体
を
癒
し
、
食
べ
て
、
歌
っ
て
心
が
通
う
交
流
に
な
れ

ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

ご
参
加
を
ご
案
内
致
し
ま
す
。

日

時

12
月
13
日
（
金
）

場

所

能
勢
温
泉

費

用

一
人
５
、
５
０
０
円

送
迎
バ
ス
尼
崎
・
西
宮
各
１
台
出
ま
す

高
速
代
・
飲
み
物
・
消
費
税
は
組
合
持
ち

申
込
先

○
兵
庫
県
借
地
借
家
人
組
合
事
務
局
迄

○
西
宮
市
今
津
巽
町
２
‐
10

藤
田
宅
℡
０
７
８
９
‐
34
‐
４
１
８
１
迄

お
詫
び
と
再
ご
案
内

９
月
19
日
、
小
鍛
治
常

任
委
員
が
車
を
配
車
さ
れ

二
人
で
尼
崎
市
内
の
公
立
、

私
立
保
育
所
８
ヶ
所
を
訪

問
し
て
協
力
要
請
し
ま
し

た
。今

回
の
訪
問
先
は
初
め

て
の
所
で
要
請
の
趣
旨
を

説
明
し
な
が
ら
家
賃
補
助

個
人
・
団
体
署
名
用
紙
を

手
渡
し
10
月
末
に
は
集
約

を
約
し
ま
し
た
。

家
賃
補
助
署
名

要
請
行
動

立
ち
退
き
問
題
で
７
名

調
停
で
頑
張
る

消
費
税
一
〇
％
は

許

せ

な

い

大
企
業
・
富
裕
層
の

減
税
に
使
わ
れ
た

消

費

税

は


